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１．はじめに



















かかる英語教育実践が，経済学部 1 年生を対象に試行的に実施された（榎田・前田・磯田・田頭 
2006，2007，2008，2009）。このプロジェクトでは教科書，授業進度，テスト，評価規準が統一
され，CALL 教室と WBT（Web-Based Training）を活用した，一斉指導と個別学習の連携が行わ
れた。この取り組みは 2011 年度から全学に拡充され，教養教育英語 8 単位化対象主専攻プログ















国語学習お好みひろば」，2007 年には TOEIC® テスト対策の TOEIC® Practice Questions などが開
発・配信されている。また，自主制作のポッドキャスト番組として，2008 年からは Hiroshima 









器を利用した MALL（Mobile Assisted Language Learning）を指向した動きも見られる。2015 年度










ポッドキャストを DAP で利用するためには，パソコンと DAP を接続し，パソコンにダウンロー










の 1 年生約 1,000 名である。今回，大規模な調査を実施するにあたり，前述の教養教育英語 8 単
位化対象主専攻プログラムの 1 年生を調査の対象とした。アンケートは，Google Forms を用いて




ト項目は計 11 項目であるが，項目 1. および 11. は学生番号記入欄のため，【Appendix】ではこれ





ルとして広島大学消費生活協同組合により選定された MacBook Air（アップル）と Microsoft 
Surface（マイクロソフト）が，例に挙げられている。特に Microsoft Surface は，タブレットとし























いては，約 95％という高い普及率が確認された反面，タブレットは 10％に留まった4）。DAP も
ほぼ半数の学生が所有しており，デジタルメディアやオンラインコンテンツ，アプリを使用する
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　結果は「はい」が 169 名（22％），「いいえ」が 598 名（78％）であり，項目 2. で示されたデ
ジタル機器の高い普及率にもかかわらず，それらを英語学習に利用している学生は 2 割に過ぎな
かった。次の 4. では，3. で「はい」と答えた学生に対し，具体的なオンラインコンテンツやア
プリの名前を回答するように求めた。この結果を表 1 に示す。































　Google Forms 上で，すべての回答欄の記入を必須としたため，3. で「いいえ」を選んだ場合は
「特になし」と記すように求めた。表 1 では，この「特になし」は除外した。また「ぎゅっと e」等，
授業で使用されている WBT 教材を回答したものも除外している。回答者が複数見られたものは，
括弧内にその数字を示した。これらをまとめると，YouTubeや TEDなどの動画サイト，ポッドキャ
スト，VOA，BBC，Al Jazeera などのニュースメディア，TOEIC 対策用教材，「mikan」，「キクタン」，
「エクタン」といった単語学習用アプリ，さらに音楽プレーヤーおよび音楽アプリによるリスニ
ング教材の回答が多く見られた。
　次に，項目 5. の結果を図 3 に示す。


































　項目 3. で約 8 割の学生が「いいえ」と回答しているのに対し，ここで「3. で『いいえ』を選
んだので，該当なし」という回答が 6 割であった。すなわち 3. で「デジタル機器を英語学習に
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あなたは，週にどのぐらいの時間，6. 
デジタル機器を使った英語学習をしていますか。
（例：月に 時間の場合は週に 分とします）1 15
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　項目 5. と同様に，ここでも約 6 割の学生が「3. で『いいえ』を選んだので，該当なし」と回
答した。3. で「デジタル機器を英語学習に利用していない」と回答した学生のうち，ここで学習
時間を回答した約 2 割の学生は，授業で使用されている WBT 教材の学習時間を回答したものと
考えられる。この点に注意しつつ，回答の多かった順に結果をまとめると，1 時間以上（105 名，
13.7％），30 分～40 分未満（47 名，6.1％），20 分～30 分未満（40 名，5.2％），10 分～20 分未満（33
名，4.3％），50 分～1 時間未満（30 名，3.9％），10 分未満（30 名，3.9％），40 分～50 分未満（12
名，1.6％）であった。





2008 年に配信を開始して 8 年以上が経過するが，iTunes Store のランキングに見られる知名度に









































他の代表的な語句を挙げると，「TOEIC」（スコア 44.27，出現頻度 18），「単語」（スコア 22.85，
出現頻度 26），「英単語」（スコア 9.51，出現頻度 6），「英会話」（スコア 8.30，出現頻度 11），「会
話」（スコア 5.68，出現頻度 20），「アプリ」（スコア 7.04，出現頻度 36），「ポッドキャスト」（ス
コア 5.60，出現頻度 8），「字幕」（スコア 3.19，出現頻度 5）等があった。また，既存のコンテン
ツとして「TED」（スコア 9.04，出現頻度 13），「YouTube」（スコア 3.50，出現頻度 5）等が目立っ
た。動詞や形容詞は，特にスコアの高い語句は見られなかったものの，「聞き取る」（スコア 3.00，











































1）Hiroshima University’s English Podcast は，外国語教育研究センターの Joe Lauer 准教授による
英語学習用ポッドキャストで，「やさしい英語会話」，「異文化ディスカッション」，「ドラマで
英語を学ぼう」，「アメリカ探求の旅」，「文化警察 24 時」，「Joe のなるほど！英文法」といっ
た番組が配信されている。English News Weekly は外国語教育研究センターの Jaime Selwood 特
任講師が制作している時事英語番組で，同氏はこの他にEnglish News Monthlyも配信している。
2）706 本の内訳は，Hiroshima University’s English Podcast が 417 本，English News Weekly が 274 本，
English News Monthly が 15 本である。
3）「ぎゅっと e」は，広島市立大学で開発され，北辰映電株式会社（広島市）から販売されてい
る e ラーニング英語教材である。「サッと英作！」は，安田女子大学で開発され，同じく北辰










Selwood, J. (2015). Going paperless in the classroom with mobile devices: Pitfalls and benefits. Hiroshima 




































1 時間の場合は週に 15 分とします）
　　□ 10 分未満
　　□ 10 分～20 分未満
　　□ 20 分～30 分未満
　　□ 30 分～40 分未満
　　□ 40 分～50 分未満
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　　 The prevalence of personal digital devices, such as personal computers, smartphones, and tablets, has 
enabled students and teachers to utilize a tremendous amount of online learning materials and resources 
available anytime and anywhere.  In English education at the tertiary level, active exploitations of these 
digital devices outside of the classroom would be highly beneficial in providing learners with more 
opportunities to improve their English proficiency.  Hiroshima University has been implementing an 
English education project in which in-class activities are combined with a variety of WBT (Web-Based 
Training) materials to be learned outside of school.  It has also been developing and delivering its original 
English podcasts for self-learning on a weekly basis.  In 2015, the university launched a BYOL (Bring Your 
Own Laptop) policy, which is expected to promote learning by using these lightweight devices.
　　 In this paper, we report on a questionnaire regarding the penetration rates of digital devices and the 
popularity of English self-learning using personal mobile devices.  The survey was conducted on 1,000 
first-year students at Hiroshima University.  The number of valid responses was 767.  It was found that 
there are high penetration rates of laptop computers (99.5%) and smartphones (94.3%), while only 22% of 
the respondents are using their personal digital devices for English learning, and 3.5% of them are actually 
listening to Hiroshima University’s podcasts.  With better publicity, the number of podcast listeners can be 
expected to increase in the near future because of the students’ high demands for online listening materials 
to learn daily English conversation.
